
単一の産地から国際自由市場ヘ

ー養殖真珠産業の変化

ラッセルショー

l四0年代初めまで、日本産アコヤ真珠が世界の真珠生産額の

71Jl¥Vえ上を占めていたが、これ以除環境および経済的要因Hこよ

って養殖真職業は変化した(図1)0 (i主.ヌ索開終端投flIJ;t

今でi主ごくわすちがであるため、特に断。のな吋Eり、本報告にお

けるf真珠jはすべて養殖案事長を揺す。}当時、 s:;j早のf包装キ

個々の養殖業者は、数十年前に開発した移植技術を固持してい

た。フレンチポリネ、ンア産ブラック真珠と、オーストラリア、インド

ネシアおよびフィリヒシ産南洋真孫の人気が上昇していたが、一

般に、長い歴史を誇る日本の企業方海激されたすべての真珠を

買い取って世界に販売していた。中国の淡水真鴇舗は、良質

な真説初生産という点ではまだ揺鑑期であった。

l鈎0年代半ばには、日本の水域で養殖されていた貝の推定4

分の3が伝染病によって死亡する一方、最高品質の中国産淡水

養殖真珠(FWCP)が中間品質のアコヤ養殖真珠に匹敵するよう

になっていた。日本の真珠生産者が巨了復に苦労する頃、他のア

ジア諸国で景気が大不況に陥ったために、日本の鮒Tは、南洋

およひ・ブラック真珠を大量に買い付ける現地商人に行っていた

融資を渋るようになった。その結果、太平洋Iω或全域の大手真

珠養殖場が、日本企業の「下請付」生産者から抜け出し、独自に

競売を行うようになった。

こうした大手の生産者は、特に最高品質の真珠について、マ

ークティングやプランド化記直じた商品の差回H民図った。やが

て新こな移植皮術が登場したために、 1世俗丘い問、同→生と

単純さ 真円のホワイトーで知られた養殖真珠紅、まったく新し

い商品が現れることとなった。こうした新しい真珠には、パステル

ピンク、バイオレット、「ゴールドJ、ブラウメよどのファンシーカラ

ーもあり、また、パロックや環状の真珠(fサークノレJ)のような、従

来はあまり望ましいとされな方町た形もあった。

著者に関する情報と詩欄こついては本論文の末尾を参照するこι
シ.ヱムス:&グェモロン」、Vol.43、No.3，pp.2αト.226

@矧7シ'工相ン'カルイザステイテr トオプアメ9カ
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しかし、太平洋全域で生直且剰に陥る真珠養殖場(図2)が増

加し、市場の一部の部門では価格の乱高下が見られたために、

こうした展開は新たな制崩iIIt，:しにはあり得なカミつTら

本論文では、生産の多様{弘経済的・生態治状況、徹底的な

ブランド化およびマーケティングにより、真珠産業が変化した綴

子を示す。かつては落ち着いたファッションイメージの基本的

な商品1種類しかなかったが、今は、現代のジュエリーデザイ

ナーや大手小売業者の興味を引く多種多様な色や形が登場し

ている。

背景

却世紀の真珠護殖業の中心を占める日本真珠養殖産業は、

見瀬辰平と西J11藤吉が現部〉ビーズ挿核に使用されている基本

付£方法(貝の性腺lこビーズと列翻覧片を挿入する)を開発した

後、 20世細臓に日木で始まった。その後数十年間に、鄭槌

業家の御オ咋幸吉がこれらの革新自(限度術を利用して大規般k

営利事業に喜志展させた(図3)。担朔の真珠には、現在の日本産

養殖真現ゅような真円で光沢のあるものはほとんど見られず、大

戦訓告く、不規&1，ほ形や7ベ(半円)であった。しかし、 1920年

匝1.
19.田年代寂め以降真耳護課i;J.語詩

的に変化しても喝。それま君主日

本町養殖場や商人が中心法占めて

い先坊主車種由真現時事院な生産

地虫理場した従来のト7帽のア

コヤ真珠f下2ft/}に、フレンチポ

日ヰシ7産 U:2if!!).中国産 (3

ftj，冨)、海経真珠治効回コっているa

車語暑の生産者キ簸葺禁語初中に

怯写真こ示すダイアモンド2:1'

ヒチ産養殖真韓夜〉イヤリングのよ

うな高淑品にカをλれているとこ

ろもあるn イヤPン列立ニューヨ

ーク骨マストロー=提弘海洋真

草初ストランド担-12mVは ;I.J

!l7オルニア掛フォ-/.レカレック

骨Fコレクターアァインジュ

エFー曇弘写重富士ハロルド&エ

Fカバンベルト録弘

には、直径2~3mmの真円真珠が多くなり、世府怜ファッション

ブームを車除することとなった(図4)。さらに、日本企業が、主に

インドネシアやフィリヒシで少数の南洋真珠を養殆Lていた。

1931年、合計51の日和コ養殖場で100万個以土の蒔長が生

産された。その 10年間に養殖場は、師生界から採取した員同軍

らなくてもいいよう、卵(子貝)を集めタンク内で飼育する実験を

始めた。こうした詐tみによって生産量が飛躍的収増加し、 7年後

には、289の養殖場が 1，1∞万個の真珠(ほぽ全部が輸出用)を

養殖するようになった(マラー、 199花)。

1940年代、第二次世界大戦によって、真珠養殖産業は日本の

他の産業と同様に壊滅伏態になり、かろうじて食べていけるだけ

の水俗でさえ、事業を継続てきた養殖場はわずちか3分の1であっ

た。しかし、戦後の復興期、ミキモトの世界的に有名なブランドが

日本わ経済回復に貢献Lた(ストラック、 2006)01950年代にカ斗7て

真珠遺産量ま急婚し、 1962年には王手朱貝の数が3，∞0万個に達

し、 19飴年にはさらに 1，000万個増え、正式な生産量土過去最

高の39，522買、すなわち148.2メートノレトン(トン)に達した。中に

は、 1951年から19邸年にかけて真税義擁場の数が47倍増加し

たことなどから、この数字よりはるかに大きく、 65，0∞貫前後、す

なわち 243.8トン前後と推定する者もいる(ストラック、2∞自)0(真珠
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tオもていな市町I"d事藷養殖

方t、今桔太平洋全壊に広がっ

ているb この趨副主現在、

大議膨:i'J真藤義樹計械もて

いるま申よその援演を示して
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リング、一部の傷を除去するための漂白、価値の高いピンクオ生産量の報告では、たいていの場合、今もなお日本の伝御争ょ

ーパートーンを形成するための着色淘IJcos旧などである(マ子、尺貫1ftの単位が使用され、 1買は 1，0∞匁、 1匁は3，75グラムす

1997;ストラッ夕、 2006)。なわち0.13オンスである。)

米国などでの需要増大を受けて、日本の輸出業者は多数の1950年間も 19ω 年代にかけて、日本企業は、大半の淡水

脳戒の真珠商人と密接な関係を弟、た(図応)。米国防マストロー芸評忠生産者が現在まで採用している基材怜販売・lli'J置法を確

=、オノラ、アノレパートアッシャ一、インベリアノレ・デノレ夕、~Hi立した。それは、養殖業者が採取した真珠を品質別に分類し、

のSchoe島l、ゴレイブッシエゴレほか、 2対自費市場の商人である。それを生産者悩哉の つが行う競売で販売するというものであ

19印柄抹には売上高と生産量助5激減したが、売上高古ミピークる(マラー、 1997)。その当時、そうした競売でのバイヤーは日本の

に遣する 19印年代半ばには、島様界は深く根差した目隠聞を

構築していた(その多くは今も存在してしも;マラー、 1997b)。

大手卸売業者であり、献しした商品を加工に出していた(ぜ術処

理一囲み記事Aを参照)。たとえば、光沢を高めるためのタンブ
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図3

日本的責軍渚、街持ヰ幸吉』乱世堺品溜める担問ブランドを立ち上

げることによ号、真韓謹謬詫張本的に変えた街臨終主主績であ

哲巌散洋者である麗11h嬢吉と大工の毘溜摂平田取り組みをもとiζ

ピンクへ中ロイト曜羽7コヤ筆殖真珠全開発した.この主窃院後

に、ミキモトの名で明者Lるようになる。写真由ホレスプヲスト

ル/コーピス撮弘

日本の戦後経済にとって真珠産業が不可欠であったために、

御木本幸吉は先頭に立って真珠養殖技術を樹守し実朱を日本

人に販売するべく努力した(ストラック、2∞6)。その結果、水産市ミ

外国為替法に基づいていわゆる三原則を}相応した。三原則土次

のとおりである。

1王寺忠養殖および加工皮術を外国に提供してはならない。

2外国防養殖場で養殖された真肉は、生産国Hこかかわらず、す

ベて日本に輸出すること。

3海外で真珠を養殖しようとする日本企業は、真珠貝の種類、養

殖する貝の数、養殖地を水商宇に届け出ること。海外でのアコ

ヤ部紡養殖土認めない依松蔚、制言、 2007)。

これら原則は、世界中の真珠生産に大きな影響そ与えた。オー

ストラリア、インドネシア、フィリヒeン、フレンチポリネシア、中国

で真訴事描が伺つれるようになったが、その生産および特記流

通は、主に日本企業に管理されていた(マラ一、 1998)0 199日明t

半ばまで日本の優位性を脅かすものはまったく相主しなかった

が、それ以降、経済的要因と環境的要因が相まって、自由市場

が形成され、太平洋全榔z多様な産業訪t登場し丸こうした要因

が真珠生産に影響を与えた経緯は、世界情勢により、かつては

市場を独占していたデピアスダイアモンドトレーディングカン

パニーの役宮断荷量1、L-td留意とよく似ている(泊、 2005)。ダイ

アモンド産業と同憶、グローノ旬ゼーション、自由市場、流通に

おける資源濯出国の実権拡大への流れは、 100年前のンステム

カ消灯己んするきっかけとなった。

国4.

掛司悼とよる穣極掛マーケティングの制ザで、真珠カ宝庫")'19.四

年代のように議前す昌ようになった写真土 ドラマチyクな莫珠

ロープを着用する有名なすイレント挟璽女優同ルイーズプルック

入写真申サンセット 7/14パ'-r:/コーピス撮払
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19ω年代半眼一日本にとっての転換期 1990年代に入っても、

アコナグイから採取される日本産アコヤ養殖真珠は真珠養殖産

業の中心商品であった。たとえば、 1993年、日本産アコヤの総

生産額立推定例曹iFノレであり、南洋ホワイト真珠は合計1億 2，∞o

万ドル、フレンチボリネシア産ブラック養羅震設相土合計7，500万

ドノレであった(マラー、 1998)。

1980年代、防長で低迷していた王寺朱の消費者需要が回腹し、

成長しつつあるアジア経済によってさらに活性化した。その結果、

アコヤの価格は着実に上昇したが、日本て吋の生産量は減少し、

1993年には1962年の水準の約35首まで低下Lた。需要針前たす

ために、移値後わずか6カ月で商品を市場に投入する生産者も

いTこ七日本産アコヤは従来、真珠層の厚さが平均 lmmになるま

て官邸直されていたが、 0.2四病帯同つ真~ではj草隊司層がはが才しる

という苦情が日本などて、表面化し始めた(ショー、 1994a)。日本政

府祉の真珠検査所は、真珠層がこれほど薄いアコヤの輸出を許可

U劫追ったが、園内て、の販売には瓶以の制限を課さなかった。

また、 19凶年代半ばに価絡が過去最高に遣すると、日本の真

事構殖業者は低価格晶一中国産出，*養殖静トとの激しい競

争に初めて晒されるようになった。中国産は、かつては小粒で

不規則な形のものが多かったが、中f立のアコヤ(6-7mm)とほぼ

同し大きさの半円の真珠とが生産さ才レるようになっていた。日本の

養殖業者は、地価および人件費の上昇のほか、公害防止対策

の強化にも直面していた。同時K、円相場の変動により、上回数包

良質な真劫初価格か、 10年経たない聞に米国防消費者 最大

の市場→ことって4倍上昇した。

こうした品唱に対処するために、日本の多数の生産者・販売業

者は、真珠層の最倒草さを増し、 1990年までは日本産アコヤの

回しか占めてし、なかった7剛超の奥畑こ特化することで良質な

真淵に力を入れることにした(図日)。それ故、 1990年比初めには、

8-9即 nのアコヤが日本め粍浮羽也産査の約25-3怖を占める

ようになった(河一、 1994a;ストラック、2006)。

しかし梨〉なく、養殖真事陪怠暑の中心であった日本は、環境の

劇的な変化アジアの経済危搬、日本山トの生産者の独立とい

う3つの要因に悩まされt~

脱抑 靭 lω4年 11月、日本の大手真珠養殖針土の材士が

集中する神戸に、真島知商人と生産者が集まった。この会議の

主要目的立、真珠およひ演説謹業に関する世掛怜宣伝・マー

ケティングを支援する基金を設立することであった。悲劇的なこ

とに、参加者が提案を検討している問、会議から2カ月も経iたな

いうちに、マグニチュード7.3のオ寸断震によって神戸の大部長が

破壊され、 6，4∞人以上が亡くなった。厳重は真鴫組場に影響

を与えなかったが、「浜揚げJ(未処湿のアコヤ王寺湖の競売が延

期され之(f神戸地閥、 1995)。

さらに、勘k温度が異常に上昇し(光沢に騨聖する)、また、適

切な育成が不可能になるほど狭い糊肘多数の貝を養殖して生

産量を増やそうとしたために(マラー、 1997a)、l叩5年の採取量が

減少しむ日本の業界は@!i僅を伝えたが悦震と円高で売り上げ

が鈍化J、1995)、さらなる災掛滑ちかまえており、業界はその

状況からまだ回復していない。

l関6年夏、本州南部沖の小島、四国周辺の養殖場で、不可解

な病気が急に広がって真珠員が死亡するようになった。真珠貝

国5.

宮本町生産者主欧米自真珠積人左¢糧事事こよ号、加世紀斡設とは、

7コヤ養殖真珠のネックレスおよwヤリングがオ~;/ドックスな

ジzヱFーになった写荷主棺時ミキモト提容も
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の死亡数は、銃且聞で1日あたり 100万個に遣しむ秋には、こ

の病気が三重県の主要真珠議菰H臓に広がり、やがてこの地減

で養殖されていた3億個の真珠貝の3分の2が死亡した。日初コ

真珠業界関係者や政H干の問では、大画E亡の具榊甘な原因に

ついて意見がまとまらなかっむ他の産業による海洋汚染や気

候によって、真珠貝の説食料哲重であるプランクトンが減少した

ことを手離した都コいた。一部の世界では、「赤潮jープランクト

ンが大量に発生して水中の酸素が減少するために貝が窒息す

る現象ーが挙げられた。野{l;!iiî~で育った真珠貝への依存度

が高いために、真珠貝が病気や汚染に弱くなったと推測した者

もいた。しかし、高い養殖密度が病気漫延のきっかけとなったこ

とをほぼ全員が認めた(7ェイゲーマン、 1997;ストラック、 2006)02∞1

年には、日初コ養殖場での生産脚11億 2，∞0万ドノレに減少し

た(ストラック、 2006)。これは1的3年のわずーか20首である。日本の水

産庁養猫研鏑庁は最終的に、アコヤガイの大野E亡の原因は伝

剃肯であると判断した(痢止蔚、制言、2日日7)。

2∞D 年{~}J防には、死亡率は依然として高し、ものの 20-3怖

に低下し、生産が安定したように恩おれた。これについては、

「日本劃とさ才ゆ養殖真朱の肘よりの寄l合が、実際は、韓国およ

び中園、主に海南島から輸ムされたものであったことが一因とし

て挙げら才凶(Rトーy一、私信、 2007)。日本産アコヤ真珠、または、

国日

日本四アコヤ養殖業者の多くI;/:，

中国その他の生産者との綾争tこ直
麗し、方向を転議して甫溜品iこ特

化するようになった。写害事と示す

7畑町アコヤ養殖真珠，::1，主イノレ

カノミトンのデザインによQサボ

ライトとダイアモンドの留め金が

付いている。ずコレクター 7ア

インジュエ日一泰弘写真シ、ロ

ルド&エ!I:tJパ:;"'-.;y，レト瞳譲先

アコ十グヤから採取され、日本産と称して販売されたアコヤ養殖

真珠の生産量量士、 19飴年に報告された 150トン弱とはほど遠い

約25トン前後で安定し丸

9iJl洛告書日本の19世D矧tの「パプノレ」経済が1990年に崩壊し

始めると、日本の大手車問子の大半は数判官ドノレの不良債権に対

処しなければならなくなった。そのために日本経済は低迷した

が、政府は樹子の損失の一部を禅真することで本格的2不況を

医躍し.f~ アジアの仙の国では 1蜘年代まで好景安tが飾、た

ため、日本の多くの銀行は海外から利益を得ることができた。そ

の後、 l関7年、インドネシアとタイの巨大活議議貯士が債務不厨T

に陥り、これらの国の桝式市場にも波及して、アジアの好景気が

突号機湾を迎えることとなった。 3カ月のうちに、タイ、インドヰシ

ア、韓国その他数カ国の通貨が暴落し、それらの国の大規括むよ

インフラプロジェクトに融資していた日本の多数の費討すは板挟

みになっT白銀行は、真珠生産者・販売業者を含めた、日本の

多数の産業向けの信用枠を縮小せざるを得fよくなった(N.ハ，07J'O

レイ、私{言、2∞7)。その結果、f紗凶護者は得意客の寸ト収

穫された真珠全部を買い取る資金源がなくなったーを失い、独

自の販主剰を構築せざるを得なくなった。

206 TRANSFORMATION OF THE CULTURED PEARL INDUSTRY GEMS & GEMOLOGY Fall 2007 



あ翌軍f!E産すこうした展開はすべて、 1990年代末には日本の販

売業者が、依然として大口の買い手ではあるものの、世界の真

珠生産の大部分を直~cUよくなったことを意味していた(R ト

ート、私信、 2007)01990年代後判こは他の樹冨の真説め生産

量あ増加したために、かつて中'L'を占めていたアコヤ真珠は他

の商品と競合するようになった。現在、市場で術直している封よ

養殖真珠は、アコヤ真珠とアコヤ様真珠を除くと次のとおりであ

る。

-南洋養砿鳥井弘主にオーストラりア、インドネシア、ブィリヒ。ン、

ミャン7ー(ビノレ7)に生息し養殖されてしも大粧の勧k貝、

ンロデョグJ昔、イから産する。色は、シノレノミリーホワイト(主にオ

ーストラリア産およびミャンマー産)からクリーミーホワイト(イ

ンド、ネシア産およびフィリピン間にわたっている。概して、ア

コヤ真珠よりはるかに大きく(直径は常に 1伽m超)、また、はる

かに高し、

• rプラック」養殖真説弘主にフレンチポリネシア周辺の海で養

殖されている貝、グロデ3f;ク';(J勾から産する。最も高filli>:よものは

高u、イリデッセンスを示すブラックに見えるが、実際は、色、形

および大きさに大きなばらつきがあるために価格帯も幅広

し、。

-韻i*養殖真珠主に中国原産のどレイタデョク';1./:イから産する。
中国では真珠養殖が盛んであるために、一般に他の種類の

真珠よりはるかに安価である。淡水養殖真珠の大部分はホワ

イトまたはオフホワイトであるが、最近は一部の養殖場でファ

ンシーカラーの王寺対5生産されており、その多数は染色また

は照射が施されている。中国以外の生産者とは異なり、中国

の養殖業者の大半は、貝にビーズを移植せずに外套膜のみ

を挿入するため、形成されレるのは主にハロック真珠であり、時

に真円が形成さオ1る。

ごく最近、ゴーノレドリップシロデョグ';1./.イから産する「コーノレデ

ンr顛末が、フィリピンのほか、オーストラリア、インドネシア、ミャ

ンマーで養殖されている。南洋真珠と同様、高級品市場で販売

されている。

南洋ホワイト餐殖真珠

材古文てすま、シログヲググイ母親された真珠はすべて明洋安

政/左呼ぶことにする。シログヨグ';I./~立、主にオーストラリア、ミャ

ンマ一、インドネシアの一部の周辺に存在するホワイトリップと、

はるかに北の、主にフィリヒ。ンに存在するがインドネシア周辺に

も見られるゴーノレドリップの2糧瀕に大別される。

一部め報告で1立、真珠養磁の歴史は日本よりもオーストラリア

の方がeJ1，、とされている。オーストラリアはクイーンズランド州の

時譜帳、ウィリアムサピノレケントは、 1890年にマベさらには

球罪手の真珠を養殖してし、たとされてしもが、同氏は 1906年に亡

くなる前にその技術を記録してし、ないため、 1910年のシヤ一ナ

ノル沙プずイエンス認め「養殖耽同時こ購入した夜術lこよる球

形真珠の養殖Jに成功した買い手に関する記事以Fゑ同氏の養

殖場に関する言[.j菊まない(オサリハシ、 I鈎8)0

'i'I朗していることは、 1917年、御オ司効2見瀬・西川法て‘アコヤ

養殖真珠の大量生産を開始した直後、日本の三菱がフィリヒ。ン

にシロデョクグイの真珠養殖場を設立したことである。他?土がこ

れに追随し、第二次世界大戦の勃発まで数干土が生き残った。こ

れら養殖場主戦寺中に放棄されたが、戦後 10年間にシログヲク

;!J'.イの真珠養脚ミ復活し.t~

オーストラリアオーストラリアでの真珠採取の歴史は 400年

以上前にさかのぼる。当時は、剣主闘5シロデgクグイの貝殻と

天然芸獄を採取し、その真珠はインド商人に売却され、最終的

にはベルハンア(現イラン)Iこ渡った。欧州人がオーストラリアに到

若すると、真琳採取島明西側および北西側沿岸に行き、 7 ザー

オブパーノレ用の貝殻、後には装飾品、ボタン、象眼の製作に必

要な素材を採取しむ天然真珠自体は、偶然発見される副産物

であった。船は、インドネシア、フィリピン、ビノレ7(現えヤン7ー)

周辺でも活発に按識を行った

19悦年、栗材徳一(戦前にオーストラリア沿岸でシロデョクグイ

を採取していた真珠員採取株式会社の鮪賭)と、ニューヨーク

にあるオーストラりア人所有の企業、オットーゲノレダウ社のアラ

ングノレダウが設立した真珠養殖の合弁が、ウェスタシつ才一ストラ

リア州にある現夕日(栗林にちなむ)ベイで事業を開始した。パー

ノレズ世呼ばれたこの合弁の材11土、クリベイから南に約386krn

(2407イノレ)のブルームにある。栗林は、日宝真珠と呼ばれる東
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京苅古も設立した(マラ一、 1997b)。

クリペイのぜ術チームを率いたのは、大きttj安を貝に挿入して

も脱核しないよう工夫し、従来よりはるかに大きな真珠を作る方

法を完成させた浜口純ーであった。これにより、クリベイの真珠

は趨醐峨わずか 18カ月で収穫することが可能lゴょった(N

ハースハむイ、別言、E∞7)。その結果、クリベイの収益は非常に高く

なり、 1980年代半ばまて浦洋鄭知生産と供給を日宝真珠が牛

耳ってし寸こ。

まもなくいくつかの真晦細業者が日宝真珠に追随して、真

珠員が豊富であったウエスタンオーストラリア州で事業を開始し

た。ノミル〈レイ、ブルームパーノレズ、アローパーノレス、ローバ

ックディープパーノレズなどである。 1960年代の大部分を通じ

て、オーストラリアの生産者は採取じた全実軍事を日本の卸魔業者

図7.

J9，曲年f也司露草された下の写真にウィン!I'--:公爵と狭っているウィ

ンザ」公爵夫人I主おしゃれなジュエFーで有名であったが、写真

のネックレス{中品開ストヲン1-1を蘇入すると、それがきっ剖7

て帝洋養殖真萌掛ファッションアイテムとして認められるように

なった。写真主ロンドンにあるカメラプレス社ιYE-!Iスタパ

ート官総

に売却した(Nハ。Jんかイ、私信、 2007)。

1964年、オーストラりア産真珠を大々 的民「ブランド化jする初

の機会が訪れた。ノ〈ンクリーフ&アーベノレが、大きさが11四か

ら15田 nまで関法的に並んだ却個のオーストラリア産養殖真珠

を使用したネックレスをウィンザ一公爵夫人に販売したけずピ-

f、1987;図7)。このネックレスは 23年後、ウィンザ一公爵夫人

の強脇を集めたサザビーズのオークションで 198，000ドノレで

部しされた(ストラック、2∞6)。

オーストラリアの真珠産業の初期、日本の挿核使術者 多く

は真珠養勉会社の従業員または所有者ーがオーストラリアに行

き、他のNJI<生産国で行っていたように、現地の真珠貝l司5誌を

挿入した(図8)。彼らは通常、ミシシッピ'J11産駒k貝から作った

独自の核を持参していTこ。挿核技制搾れま、作業の報酬として採

取された期め一昔陀受け取る。真草融取技術を日本人以外に

伝えることを禁じた上記の日本法に基づき、また、自らの生計を

守りたいとの希望に基づき、w術者はオーストラリア人を教育す

ることを持否した(;<トラック、2日06)。

1970制札オーストラリアのいくつかの養殖場で貝の死亡率

上昇と真珠の質低下品、う問題が発生しむ 1970年代末には状

況が落ち着いたが、主に移植作業中の不注意と時代遅れの移

植・収穫法が原因で、死亡率は 198日制怯で 60-7侃と非常に

高いままであった。たとえば、 1984年、全生産者の収穫すべて

を合わせてもわずか40貫(15日kg)であった(ストラック、 2006)。

ウエスタン寸ーストラリア州政府知1988年に行った真味採取産

業に関する調査では、過剰採取の問題が指摘され(ショー、

1995b)、それを受けて、野生の真珠貝を採取する許可を与える

養殖場の数を制限し、拐事量・養殖てきる貝の数を害II~ 当てる許可

制が導入された。 1捌年に実施されたこの産業規制の一環とし

て、ウエスタンオ一見トラリア州政府は、 16の養殖場に採取割当

量を制限した許可を与え、また、病気の急速な拡散を防く自ため

に、帰化施設で鮮化した貝の使用数を制限した。法定限度は、

養殖中の野生の真珠員が570，0∞個、解化施設で帰化した真珠

員が 320，∞o個で、同時に合言t約700，∞0-770，000{固が養殖さ

tじることになった(ティスデルおよびホ;'ryyン、2∞0)。これは、 1988年

に日本で養殖されていたアコヤガイの推定数の約l∞D分の1で

あった。野生の真珠貝が好まれたもう一つの理由は、両脚揖な

品質の真珠が出来がちなことであるb何回首設で育った真1朱貝
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から採取された真珠は、より均一な中位の品質のことが多い(N.

ハ，OJ，.;，oレイ、私信、2∞7)。

パスパレイの養殖場士、 1970 年{~油、ら 1980 年代にかけて、浜

口と協力して新しい真珠養姐技術を導入した。その中には、若

い真珠貝を使用することや、真珠を採取した後の静憾に2個

目の核を挿入することを可能にする方悦含まれていた。この2

個目の核を挿入する方f却立、真珠貝の死亡率および真跡の品

質という点では当初は晶官邸ミあったが、員の別阿部分に存在す

る最初の真珠を切開して取り出し、 2回目の移植に使用するタ陪

践を変えることで問題を克服した(Nハ.スハーレイ、私信、 2007)。最

車初方法では、 1回目の移植によって平均1l~12田n の真珠が

でき、成劫率(貝が生き残って商品緬値のある真正末を形成する

率)は概してアコヤガイと同じ 9開趨である。 2回目の惰安では、

取り出した直後の真耳位同じ大きさの貝殻核を挿入し、 1金m か

ら16mmにわたる蔚J附できる。しかし、歩留まりは平均69位低

く、また、色および光沢の質は最初の王寺朱と同様に勘、とは限ら

ない。 3回目の挿核を行って 17~2伽m の真珠劫E形成されること

があるが、品質と成功率はさらに低くなることが多い(ストラック、

2006)。

1989年には、オーストラリアの真事性産童話土 140貫に増加し、

さらに7智目する兆しを見せていた。同年 10月、パルミレイはパ

ーノレズ社を買収し、オーストラリアにあるその親会社、オットー

ゲノレタウ社がオーストラリア最大の生産者になった。同月、パス

パレイは、日本圏外で初めて南f芋真珠の競売を行った。オース

トラリアのダーウィンて:24買が売却され、務ヰ険機買は 3，500万ド

ノレlこ達し、最高品質の真珠の価格は予想を40~1O侃上回った。

日本のバイヤーは初めて、香港や米国などの海外の企業との激

しい競争に直面した(トリー、2∞5'ストラック、 200西)。

15聞 nを超える極土の南洋真珠怯全体のごくわずかと見られ

ており(図9)、倒直方E齢、のも当摂?である。 15mm未満の真円お

よびほぽ真円は、オーストラリア産養殖真珠量百本の約2怖を占め、

インドネ、ンア産やフィリヒ。ン産ではこの害司合はさらに低い。対称

的な形(主にドロップ)は、オーストラリア産の約 5側、インドネシ

ア産およひヲィリヒ。ン産の 2慨を占める。バロック矧士、オースト

ラリア産の約 3郎、インドネシア庫および7ィリヒシ産の 7偽を占

める(ストラック、 2006;アヲネラッ夕、 2007)。

1980年代、オーストラリア政府方2鄭幌取許可の数を増やし

図8

日本λ技館拐スキ~11.主或」ストラロアでの海洋養殖真職議ゆ

確立f弓E立った。写害事主真味貝にビーズを移継す吾輩績をする設

術者園 Eショー露払

た結果、クリッパーパーノレズやブルーシーズノミーリングなど

数社が新たに参入し丸 I卯0年代後半のアジアの経済危機後

に日本人バイヤーの需要が低迷』すると、これらオーストラリアの

新しい真説議菰場(同国防生産量の 2怖を占める)の大判土、採

取した真珠をオーストラリアの卸売り代麹古を通じて販売すること

に決めた(Nパ'J..;，oレイ、私信、 2∞7)01990年代半ば以降、オー

ストラリア産の生産量は着実に増加し、 2005年には総生産量は

1989年の6倍の850貫(3.19トン)に達した(マデ、 2005)。

インドネシア 日本企類土 1920年代にインドネシアでの真珠

養殖を始めたが、日本の関与により産業が形を取るようになった

のは1970年伸刀めのことであった。 1980年代日本とオーストラ

リアのしてつかの企業が、インドネシアで企恒デョクグイを使用し

た真1朱養殖を始めた。インドネシアの真珠養殖場イは、群島全域

の小島にある。 2(腕年に確認されてし、る養殖場は107であり、そ
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図9

写哀のような主粒ぬ最高撰縞洋養殖真間信託勘て稀である@パス

パレイ提主主

の半数弱が日本およびオ-7-トラリア企業の運営である。残りは

現地企業で、最大の養殖場はコンぺコードノミーノレズである(甘刷、

2∞6;Nハヌバレイ、私{言、 2007)。しかし、未磁量志乃養手直場が昔も

今も多物相生しており、正おJょ義弾射コ土地に蚕食しているとこ

ろもある(セルトY、2006)01997年にインドネシア政府が野生のシ

ロデzク';1.1.イの採取を禁止した後、すべての真味は解化場で育

った貝から養弛されてしも。これらの真珠は品質がより均一で、

大きさは平均8-12町 nと出数切さいが、 16田川こ遣するものも

ある。さらに、色はオ一月トラリア彦よりH重かく、最高品質叫コのは、

イエロー、ヒ。ンクおよび「ゴーノレド」の色合いをしている(マラヘ

1999)。

インドネシアの真殊性主撞は、過去 15年間に著しく上下して

いる。 1992年 12月の激Lい撞I}::対世震により、真珠員の大部分

が死亡し(マラー、 2005)、生産量はl叩1年の推定600貴から1鈎4

年には300貫に減tし、その後4年間に200-250貫に減少した。

2∞0年には600貫にl!!Ii復したが、地震こよって再び貝が死亡し、

翌年には約400貫に縮小しむ地提和影響で海中の栄養分が変

化したと見る向きもあれば、エノレニーニョ現象によってインドネ

シア周辺の水温が変化したと言う向きもあった。また、インドネシ

アはオーストラリアとは異なり、一定の地域で営業できる養殖場

の数や養殖する員の数を制限していないことから、主要真珠養

殖地鍛での貝の過謹を掛殺した都コいた(マヲー、加5)。

しかし、 2005年には、生産査は1，022貫(3.83トン)、 8，5∞万ド

ノレ相当に増加し(マラー、 2005;ストラック、2日目的、正式な養殖場で生

産された真駒コ品質は最高品質のオーストラリア産に匹敵した也

生産量ではオーストラリア産の850買をはるかに上回っていたが、

生産績では依然としてオーストラリア産の1億2，300万ドノレを大き

く下回bていた。インドネシア産養殖島知大半は概して、オー

ストラリア、政州、香港、日本の商人が販売してしも。

しかし、深刻な問題籾呈されている。盗難が置法問題となっ

ている。大半の養殖場が警察のない僻地にあり、寸づ奇警備する

ことが容易ではなしLさらに、違法真疎の大部分は養殖が完了

する前に盗まれ、インドネシア産真珠として売られるため、パイ

ヤーの間でインドネシア産真珠の印象が劉じしてし泊(セルトリ、

2∞6)。

ミャンマーピルマはカミって、大きさ(17凹 n越、微妙な色、高

い光沢を誇る最高品質の南洋養殖真珠の産地として有名であっ

たが(図1的、 1980年的知こは、放置、病気政府による差リ甲さ

えにより、生産はほとんど停止状態になった。

1950矧t、日本企業のサウスシーパーノレ社がピノレマ産真

珠を生産する合弁を設立しむ 1962年の軍事クーデター後に日

本企業が追放され、ヒツレマ政府が島蟻殖産業の実権を握り、

現地のオーストラリア人および日本人度術者を雇用して養殖場

の運営を綿すた。新政権下での初の大規殿ょ収穫は 1969年で、

3，485個、1.92貫(7.20kg)強の真駒2採取され丸 1970年fそから

1980矧tに糾7て、ヒノレ7の真珠生産量は比脚妙なかった

が、品質はみごとであっ乙生産量か頃点に達したのは 1983年

で、 17寅強であった(63.75kg;ミャンマーハーールエンヲーフヲイズ、

2003)。真珠はすべて、首割lのラングーン(現ヤ〉づン)で政府主

催の競売で販売された。

ピノレマ産養殖真珠の品質が特別高い原四は様々 である。最も

一般的なのは、脱核を防ぐために非常に小さな核を使用し、ビ

ーズが貝の中lこ4年間残されるからというものである。それ故、

形成される真耳初コ真俳層は非常に厚く、天然の南洋真珠によく

似たものにjよる。

しかし、 1988年に再度軍事クーデターが起きると(その結果、

1989年に国名がミャンマーに変わった)、真珠養殖産業は打撃

を受け、 1鈎0年に民主主義復活の試みが失敗に終わると、経済
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的・紅会的激変叩波が押し寄せた。王宮主義勉場土放置され、真

珠貝はバクテリアロ叡きした 1990年伶初めの生産量はごくわ

すかであっ.t::..o

しかし l蜘年代後半、日本企業の田眠欝朱およびミャンマー

政府とオーストラリアの合弁、ミャンマーアトランティック干上が新

規事業を立ち上げた。これら企業や他の企業により、生産量は

ある程度回復したが、新しいビノレ7産養殖真珠にはかつてのた

ぐいまれな品質は見られない(ストラック、 2口06)02005年のミャンマ

ーの真正見性主圭畠立 179寅であり、うち 102寅は岡崎費珠によるも

のである(rミャン7ーの 2006年の生産量は 220買と予想J、

2006)。

フィリピン 太平洋の他の真珠者擁地と同様、フィリピンの真

耕謹製〉、 19断己に栄えたシ口先クグイめ7サ'ーオプパーノレ

を採取する産業にホ舵発している。事難産立の試みは 1914年

に始まったが、フィリヒ。ンの真珠養凋産業が本格化したのは、

1962年にサウスむーパーノ同封t参入してからであった。 1970

制骨後半に、日本以外の企業数社がフィリヒeン南部の島で事業

を立ち上げ、 1994年には大手および中堅の養殖場が20に増え、

フィりヒシの生産量は、オーストラリア、インドネシアに次ぐ3位の

120貫であった(;，トラック、2∞6)。養殖の大部分が野生の真珠貝

で行われてしもオーストラリアとは異なり、ブイリヒ。ンの真珠の大

半は脚色揚で育った員から養殖されている(卜-9一、2∞5)。

2005年の養殖場の数は 37、生産量は推定450貫、生産額は

2，500万ドノレであった。フィリピンの養殖場では良骨k真珠が多

数生産されているが、同年のフィリヒ。ン産真珠の匁あたり平均単

価(55ドノレ)は、オーストラリア遊拘約3分のlである(マラ一、2∞5)。

しかし、フィリヒ@ンの海、主に南部の諸島周辺に生息、する企官デg

クカJイ1立ゴーノレドリップであり、オーストラリア産やインドネシア

産の母貝である、ホワイト真珠に暖かくクリーミーな感じを与える

ホワイトリップやンノレパリーリップではない。ただし、少なくとも1

箇所初大規模な養殖場が、ゴールドリップシロデgク'.?'fイを使用

して鮮やがよ「ゴールデン虞珠を安泊甘に生産している。これ

については衡企する。

ブラック真珠

図10

圃丹揃.
浮砂ユ -

圃 a間
追欄=:1

ピ')/，庁謹議洋養殖実務担嘩髭主産量語長して多くなカ込ったが、大きさ、

光沢および色下宥名である。ル併ース¢事窃胸躍護霊訴奇16.晶凪ザコ

レクタープアインジュエPー張'UIi.写真4志ハロルド&エリカバン

r守レト撮弘

ブラックリップグロデョクグe(Jから採取される天然ブラック真珠

は、 16幽己に酬{の探検家が初めて担盾するはるか献も、ポ

リネシアの文化およひ司云説に根付いていた(たとえば、ゲーへ・ル

およひザーラム、 19悶を参照日。 1842年に7ノレケサス諸島がフラン

スの保護領になると、植回世政月初もとで 19齢己末まで?ザー

オプパーノレ採取産業が栄えた。天然真正胤土この産業の貴重な

副産物であったが、大きさを問わず、真珠が採取されるのは母

貝15，∞o個中1個であったとみられている(ティステ'ルおよびホ:1]9ン、

2醐)。ブラック王手朱の主裏献由はほかlこは、太平附コ数千マイ

ノレ向こう則、メキシコのノ《ハカリフオノレニア半島に沿ったラパス

周辺のみで(ケLへ7レおよひザーラム、 1989)、ここでは、スρ乙イン人

が16世諸国こレイ止ポー 7ベ刀イから真珠を拐敬するようになっ

た(カリーニョおよv'モンテ7ォルテ、 1995)。

1961年、フレンチボリネシア蜘初掃業局は、日本企業2社

と共同で試謬尚な養濯Uロシェクトを開始した。オーストラリアの

拒瑚の生産者に技術援助を仔っていた日宝真珠掛武謝位、同

じくオーストラリアに参入していた大洋漁業株式謝土である。タヒ

チ島にあるフレンチボリネシアの首相Lパベーテから北東に約

240km (150 "イノレ)のボラボラで術つれたそのパイロットプロジ
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ェクトでは、良質なブラック即時出いくつか採取されたが、商業

的な追跡調査はf育フれてし、なし、(テイステ1レおよびポワリン、 2C∞)。

クロデzクJ昔、イを使用した養殖が始まって間もない頃、一般の

聞でブラック真去の知名度が働ミったために染色が施されてい

ているとし、ううわさが世討もた。さらに、ホワイト以タμコ色は絶対に

売り物にならないとしち考えが広く行き渡っていた(テイステ・ルおよ

び約リン、 20∞;ストラック、 2006)。王手朱養膿諸のジヤンクロード

ブノレイエは 1970年代初め、ロンドン、パリ、ニューヨー夕、東京

の一流シュエラーに多数のブラック真珠を持参したが、後に、パ

リにあるカルティエの社長が会談中に「ブラック真珠をおもちゃ

のように扱ったJ様子を述べている(ティステ・ルおよびホ.ワリン、

20日日)。

転磯が訪れたのは、ロパートクラウニングシールド(1970)が

ブラック養殖真約コ検査結果をシェAズ法シェモロジーlこ報告

し、色が天然であることを確認したと発表した時であっTこ。 1970

年代半ば、 GIAが色因を記載しtd翻1)レポートを発行することを

決定すると、ブラック養殖真事長がようやく{討結tもるようになった

(干-t'ス.およびンクト、 2003)。

自簡の住民知雇用機会が生封切のではないかと期待したフ

レンチポ日ヰシア政府は、真珠養殖場の新規設立を積極的に

{慰邑しTこ。 2人の起業家が参入したゐ中国系のフレンチボリネシ

ア人であるロパートワンと、イタリア生まれのニューヨークの輸

入業者、サノレパドールアッサエノレである。ワンは、オーストラP

ア人のウィリアムリードが始めた養殖会社であるタヒチパーノレ

を買収・披汰し、アッサエノレはブノレイエと共同で、インフラを廷設

し日本人掛闘を雇用することで事業甜汰しむ 1976年には、

ワンの養殖樹立フレンチポリネシアでも指折りの規模になり(図

11)、9年後にはブノレイエの養殖場を買収しむ

アッサエノレは 1973年に米国で真現初販売を始め、まもなくワ

ンを含めた複数の生産者から真珠を買い取る有数の販売業者

になった。これは、真事冊種類を問わず、日本企業と一切提携し

ていない真珠生産者・販売業者が成功を収めた初の例である

(ゲーへ.'，レおよりザ'ーラム 1989)。

その後の 1979年、政府め話予見舗による構想に基づき、中小企

業が集まってGroupementd'lnteret Ec叩OIT向ue(GIE) Poe Rava 

N凶という協同組合を高齢Lた(，ト久2∞5)0GIEは、零細漠事機

殖業者を経済的に支援し、組合員か窃撤した真珠を販売する中

央競売をパベーテに設立し、その競売は現在まで続いてし渇(ス

トラック、 2006)。

しかし、こうした展痢すべてが高くついた。市場がブラック養殖

真珠を認めるようになり、最高品質の真掬こ高価格がつくようlこ

なると同時に、政府が産業の振興を狙って奨励策を取ったため

に、 1980年イ守刀めには「真珠ラッシュJが起き、数百の新しし犠

殖場が操業を開始した。特定の環礁周辺の海で乱開発が行わ

れ花ために真珠貝が大量に死亡し、 1985年から 1986年にかけ

て養殖されていた真議貝 7∞万個の 5怖が死亡したとみられて

しも。調査官は特定のパクテリアや病気を確認することができず、

過密養殖と緩い潮流が房、因であると判断した。この2年間に、 18

の島に69の協同組合左20の大手民帰養殖場が存在してし、たが、

1990年代にはこの何倍iこもH鈎っし上がることになる(ティスデルおよ

びホ，'}リン、2∞0)。

オーストラリアとフレンチポリネシアの真珠生産量が持続可能

な水準まで増加すると、次の劇部まその商品を市場に認めさせ

ることであった。

日本および「保守的』からの醐見

1990年には他の刻民見ゐれ、南洋およびフレンチボリネシア

の真珠生産者は、日本とは無関係に真珠の養殖・販売を進めたa

真珠は保守自甘というファッションイメージを払拭することにも取り

組んだ。

これら生産者は1990矧t半ばには、香港と神戸計官つtしる競

売を通じてほぼすべての真珠を世界中に様々な通貨建てで販

売するようになってし寸こ。大口のバイヤーが日本企業のみのア

コヤ真1朱の競売とは異なり、これら競売でのバイヤーは世界各

組少ら参加していた(ンョー、 1鈎5b;M.コエローリ、私信、 2∞7)。アコ

ヤ真珠の痴園経路とはほとんど分離した今、南洋およびフレン

チボリネシアの真珠養殖業者が次にすべきなのは、商品の独

自ブランドを磁註することであった。

Iω4年の画期付よ真珠養殖関i齢会議では、世界自怜宣伝

が中心的辞題であった。ホノノレノレで開Hli<されたこの会議fパー

ノレズ94Jでは、日本の生産者、商人、研究者がボイコットしたが、

38カ聞も645人が参加した真に国際付よ集まりであり(ストラック、

加 6)、校側青報やマーケティングB瞳情報を交換する絶虫干の
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図11.
フレンチポリキンア保輔鞍酷民様々お経済的・揚検場援殴乗号越えた未 19.却年代後戦司書多量四ブラック真聴を生産するようになった。

写荷主タヒチから東'l.::./i~1， 8s雄也 (1， 0鵬海量当鰍u'.'::"?/，νテアスッド島にあるロパートヲン夜滋草場で作業する葺弱'/f;ft:一人主獄貝を悔こ戻

してさらに育成する前lz真味貝から海洋生物を除去する社業員a 写真はアマンダJトーク掻払

務桧となった。

この会議で出された主な案は、2∞万ドノレをカ斗ナて消費者に

様々な種類の真珠について教育し、中国(下記参照)その他の

生産者による真島知生産量首加が見込ま恥レる中、これを吸収す

る需要を喚起するというものであった(ショー、 1鈎4b)。この資金に

ついては、各生産者が輸出Fロの価格に課する「税jによって賄う

という計留であった。

この案が採用されることはなかったが、生産者団体は消費者

を啓蒙する必要性を認め、多数の団嗣E独自に教育・販指睦

活官法行った。特に、オーストラリアの生産者は 1995年にサウス

シーパーノレコンソーシアムを設立し、商品をオーストラリアの

海で養殖された高級王手朱として販売促進を行った。同日朝こ、フレ

ンチボリネシアの生産者は政府の支援を得て、ブラック真珠の

知名度を高めるために、所属団体であるパーノレドタヒチを通じ

たマーケティングプログラムに着手しむ両団体のメッセージlこ

は、商品が日本産アコヤ真務迭は違うということが込められており、

オーストラリア島は大きさと生産量の少なさ、タヒチ産は色が違う

点を訴えていた。

サウスシーパールコンソーシアムこの団体は、オースト

ラリアの生産者(パルかイおよびブルームノぐーノレズ〕と国勝甘

な卸売業者(日本の日宝真珠株式会担方、よび浜口真珠株式会

社、香港のコジェントトレーディング、米国防アッサエノレインタ

ーナショナノレ)との提携として始まった。設立時にメンバーから

200万ドノレが拠出されたこのコンソーシアムは、南洋実珠の高級

さ(大きさと最高に美しし、色jを強調した消費者向けの宣伝活動

を開始しむ後の l悶5年、ウエスタンオーストラリア真珠生産者

組合の組合員がコンソーシアムに加わり、王寺車競売で得た金収

益の l喝を縦鍛的矧応官促進活動の資金に充てることに同意した

(γ「、 1995a)。コンソーシアムは、 2000年以降はインドネシアお

よびピノレ7の真珠養殖針おこも門戸を聞き、挿入校術の改善や、

メンノ、ーに真珠の処還を禁止することによる品質低下の防止に

も取り組んだ(ストラック、2006)。

パールド聖ヒチ初期のオーストラリアの真珠養殖産業とは

異なり、フレンチポリネシアの生産者は、たいていの場合、日本

が直接所有する企業のもとで営業するのではなく、日本の専門

知識を利用して真珠員の樹事・紺続行っていた。一時、フレン

チボリネシアが生産した真珠初大部分を日本の販売業者に販

売していたこともあった。しかしこの場合も、独立は代償を伴い、

l叩0年代につけが回ることにjょった。
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フレンチボリネシア政府は、雇用構大と重要な海外貿易の確

保を切望し、真珠養殖業の許可の付与についてはかなり寛対立

政策を縦続した。その結果、養殖場の数ーその大半は零細で資

金不是ーが、 1986年の69から 1994年には10倍の700以主に

増加した。しかし、その多くは熟紘のぜ術者を雇用せず、また、

良質な真珠(たとえば、図 12)の生産に必賞品殖期H鞍確保

せず、 18カ月に満たなし、ところもあった(テイスデルおよびホ勺リン、

2000)。したがって、生産量は 1990年の 575kg(153.3貫)から

2C∞年には1l，364kg(3，030.4貫)へと劇的収増加したが、グラム

あたり平均単価は同期間に42ドルから13.65ドルlこ下落し、その

後も明降を紛7て2∞3年には9.58ドノレに低下した(コエロ→およ

びカ'レノン、 2006)，。

しかし、 1990年代半ば、パールドタヒチが「ブラック」真珠を

日本産真珠や南洋真珠とはまったく異なる商品として販抱応呈

するキャンベーンを開始した。当初予算の650，∞0米ドノレは、生

直諸に目黒される 2.5%の「税lによって賄われ、米国、フランス、イ

タリア、日;木の高級品小売業者との共同宣伝に充当された。ノミ

ーノレドタヒチはブランド化プロセスの一環として、実際はフレ

ンチポリネ‘ンアの群島全体に散らばる島で養殖されているにも

かかわらず、商品をゆヒチ産J養殖真坊と呼んだ(図2を参照)。

r:f7t::デjという名は世界中で、心地よくエキゾチックな土地という

いし、イメージを想揺させる(M.コエロ-)，和信、Eω7)。

ノミーノレドタヒチブランドを確立する際の重要なステップは、

品質基尊篭定めることであった。 1999年、政府は輸出品につい

図12.

生密酬と甘も泊協源留で、 1掛年内とは抵品質のプラック養殖

真孫過す市場にあCWtて侮格が下落したために政願書割号当てと品

質基準を導V¥.せざるを得なくなった。写真土ロパートウェルダン撮

弘

て最低品質基準を殻定し、真掬層の厚さを0.6田 n以上とし(2001

年9月1同断i')、後に 0.8mmに引き上け'た(2叩2年7月1日施

的。貝殻ビーズ核の80目以上が積つれていなければならず、著

しい傷は表面の2目見絹背でなければならなカりた(Mコエロ-)、私

{言、2∞7)。品質基準では真円度や色には触れていない。政府

は、一定面積における養殖場の数宏制限すると同時記、養殖可

能な鄭閉め数針制限する許可制度の導入により、生産者の数

も制限した(ティスデルおよひもt-'?Jン、 2000)。

しかし、相当な過荊肱庫があったためと、政府は当初広濯捻

調査を行うための寸分な手段を持っていなかったために、効果

はなかなか現れなかった。フレンチポリネシア政H初ミ 1999年

に制定した品質管理対策を全面的It.:11樹子したのは2004年のこと

であった。同年、生産量は 8，C∞kg(2，133貫)強に落ち込み、そ

れ以降は横ばい状態でありたのに対し、平均価格は急上昇し始

めた(M コエローリ、私信、 2007)。同期間に生産された真珠の 3~弛

以上に輸出許可が下1りていない(ストラック、2∞6)。

ノ《ーノレドタヒチのマーケティング計画の第2跡情は、ジュエ

リーデザイナーや加工業者と怪憐して、養殖真珠のイメージを

一軍「するおしゃれ点商Fロを作ることであった(たkえば、図 13)。

ノミーノレドタヒチが 1999年に開始した世界的なジュエリーデ

ザインコンテストは、真珠切使用数が品多いからという理由で

ストランドに集中していた従来のマークティング活動からの完全

な決:'iJI陰表していた。 2∞6年には、この年次コンテストに39カ国

からω∞人が参加するようになってb、た(コエローリおよびヵ・レノン、

2∞6)。また、パーノレドタヒチは、有名人を起用しておしゃれな

真珠ジュエリーを着用させれば、真珠のf保守的な」イメージが

払拭さわゆと考えTこ。 2007年、パーノレドタヒチはマーケティン

グに臼O万ドルの予算を立てた。米国向けが200万ドノレ、日本向

けが2∞万ドノレ、残りは快川のほか、ブラジノレ、インド、中園、中

殿£とeの新興市場向けであった。

生産者が日本とは無関係に商品のマーケティングを行うようlこ

なったことと、日本の真事隠慰留曇が災害の打撃を受けたことは、

米国の真珠輸入ょ伏況にも如実に表れている。 1996年、米国の真

珠の輸入先は全実事初コ62%が日本てやあったが、 1999年にはその

寄恰は45制こ低下し、 2001年には 3~弘に下落した。同期間、オー

ストラリアからの直五輪入は聞から2協に抗汰し、フレンチボリ

ネシアからの輸入は5幼も鈍tu勧目した。
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中国産養殖真珠

淡水真珠事筋邸t始まってからl∞年間、ほぼすべての真珠は

j跡貝から採取されたものであった。 1930年代、静むk養殖真珠

が比較的小さな部門になり、主に、京都に近い琵琶湖と東京に

近い霞ヶ油で養殖された小粒て、不規即ほ形の日本産真事防ミ占

めていた(ストラック、2ω6)。しかし、 1990年代初め、中国産の真円

および半円淡水養殖郭附アコヤ真駒安価なイセ臨として登

場し、 19日3年代末には南洋真静岡安価な代藩品として登場した。

決脳流相嵐長は、海水真除ではビーズと熔融片を挿入する

が、中国産淡水養殖真珠ではビーズを使用せずに外査院片の

みを挿入することである。また、海水真務の場合、 1個の貝て一

般にl個ないし2個の草辛料三採取されるが、淡7)く真珠では1個防

貝から数村困の真珠を養殖することができる。

中国産出休鳥井切養殖は、 1960年代初めに上海大学と広東

省港!IlJ骨業局ドの援助によって始まった。 Jウグス'7/-イを使用して養

殖されるこの真珠は概して、小さく不規則な元手をしていた(朝食

用のシリアノレに似てし、ることから、業界では一般に「ライスクリz

ピー」と呼ばれる，図 14)。生産量が 1974年の推定 155貫

(回L3kg)から 1979年にはねω貫(11，日9同)に急噂したが、当

初、日本の販売業者が採取された全県京を買い取り、差置湖産

真現せ混ぜてそのまま販売していた(ストラック、2006)。

しかし、中国産の生産量士制申を締7、1980年代半ばには日

本の商人には吸収できなくなるほどの約 80トンに達した。真珠

の野放図な流入によって価格が急落し、特に、高f&j長tジユエリ-{にこ

は適さな恥し叫

コスチユ一ムジユエリ一lにこ功力日ヱされた(赤松その(他也、2∞1)。に

もかかわらず、とれら「ライスクリスピー」献は、真珠産業の柱

であった従来の球形のアコヤ真事長とは大きく異なっていたため、

中国からの側制限服従来の市場にほとんど影響培与えなかっ

た。ただし、この掬別立陪誌なく変わることになる

いくつかの養殖場(たとえば、図 15)は、香港の大手貿易業者

と日本の大手生産者から資金援助を受けて、半円~真円のアコ

ヤ様真珠を産するとレイタチgクグイ(三角帆員)での実験に着

手した(赤松その他、 2001)。初めて収穫された「ポテトJ王窃長(オ

アラウンドの青免色が皮をむいたジャガイモに似てし、ることからこ

のように呼ばれた)の産街立約3--6mmで、光沢はカミなり鈍泊三っ

た。 1ω2年に市場に登場し、同年、中国政府はすべての真珠刊に

図13

パ』づレドタヒチt主プラック養彊韻弱初〉イメージを改善し、オ」

Yドックスなストランドwfのプラック真孫子:/..ュエ!J--rJ;魅力を訴

えよう在、一通賓が手'.(.ンコンテスト担当甚Lへそ鴫犠事務捻

プラック真珠ジュエヲーカ哩器量した写真のセァト (8.0-11.曲叫
広東京にある揖式会栓ナガホリの家主幸真理由デザインで、宜脂年

にコンテR トで受賞した。 GIEパールドタヒチ提民

園14

韮湖町ヰ窪陸翠助長聾揺実施主平坦なバロyク形であったことから、

fライスク担スピ'-jJ<珠というjj~路2附けられ~~養殖技鋳側主

歩左様々な真珠畏hの新古こより、 1掛年{切とほお質Il.)~事事的改善

した写県立マハカルデロン撮弘

一命
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関する輸出規剤を解除した。

こうした展開は日本の業界に大きな不安をもたらした真円の

中国産淡水養殖真珠を使用したストランドの面協は、ほぽ同じ大

きさのアコヤネックレスの 10-3協であり、品質は収穫を重ねる

ごとに改善していた。さらに、汐7-ス刀イの場合と同様、 1個の貝

に外套膜を復数回脚入することができ(図 16)、1個の員から複

数個の真訴が評息された。 1993年後半に日本の真珠生産者の

代表団が中国に行き、世，7k蒔t語体(下置渉開真務め双方に、

生産量の制限と輸出規J制を課すよう政府の協力を求めた。代表

団の主要メンノくーは、中国政府は輸出制限を課すと約束じたに

もかかわらず(γ「、 1994a)、輸出量が増加を締すたために代表

団の滅宜は最終的院は失敗に終わったと語ってい弘

真円の中国産淡水養殖真珠は、 1鈎5年に JCKラスベガス見

園16.

国15.

中富産淡水真潟主全霊絞?;!r:/j唱

養殖抱で養殖される。写蕗謀総工

省諸盤tこある葺霧車L写書富士パレ

リーパワー撮弘

本市てeの出品で米国に本格的に登場した(トリー、 1995;ショー、

1995b)。中国産淡水養殖真明夜非飯笠t産量は同年に5∞トンに

達し、四97年には再び倍増した(ストラフ夕、 2∞6)。市場に従来より

大きな(7mm超)商品が登場したために、この真樹立外調車片の

みの移植で作られたのではなく、脱核した紡lく養殖真珠を挿核

して作られたという説が業界を駆けめぐり、論争が生じtyしかし、

スキャラットその他(20∞)による包括自ちな研究の結果、そのよう

な核の形跡は確認されなかっTらただし、近年、中国の←昔日の

王寺来養猶業者は、開手をより厳密にコントローノレするためにどレイ

タチzク7/.イtイタチョクグイの交匿罪重の貝殻ビーズを挿入して

大きな成果を収めている (7ィスクおよびγ::r:J\~-ド、 2∞7) 。

1990年代末には、挿入・養殖ぜ術め進歩により、中国産糊く

養殖真珠の形、大きさおよび表面品質は著しく改善していTら7

ヰ璽翠窃駄養殖真珠四生産量が勢、のは、 1笹め良から陣取こ数十留の真珠を採取できることによる蔀紛が大きい信弘アコヤガイ{却では一

樹ζ1値目長から 1 個郎、1.-2健司真珠L主哩始V~v~ 写真土ダグアイスタ佑ヨおよびパレリーパロー佑}撮弘
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~8mm の真珠の養殖には5年から7年の歳月を要するが(また、

大きな真珠市こするには移植回数を少なくする必要があるが)、 1

個の貝で養殖できる真珠の数が多いために、中国産淡水養殖

真事冊数は依然として多かった。

香港の投資家は生産者、特に良質な真珠を作り出すところを

ひとつの販売事業にまとめるようになった。そうした企業の中で

最大規模のところは、 1983年に設立されたマンサンホールデ

イングスである。 7ンサンは、中園、特に香港から約 1印刷(100

7 イノレ)北にある深胡|での真融恐インフラの整備に多額の投

資を行った。2叩6年、マンサンの売り上げは 4，850万ドノレと報

告されている(7ンサンアエュアノレレポート、2006)ロ

生産量が 1，5∞トンを超えた2∞4年以除中国防多数の動k

野性産者は、最高の真珠剖切出そうと工夫を凝らした(図17)。

たとえば、光沢が高b、パステルカラーの南洋サイズ(12-1釦un)

の真珠で、破格の価格が付けられた(rHKPA、制く真珠の生産

量を抵汰j、2007)。

真珠1個の平均重量が 0.7gであるため、 1，500トンは 21億

ω∞万偲になる。しかし、生産推定には、装獅に適したものは

そのうちの約半分にすぎないと述べられている(低品質の多数

の真珠は粉砕され、イゆtfl:ロその他に使用される)。色や傷Jよどの

他の価値決定要素にかかわらず、真円およびほぽ真円比約筑

である。僅上品質の8rrnn超の真円真珠で、タ閣がアコヤ真珠や

さらには南洋真珠に匹敵するものはごくわずかで、全体の約

0.0位協である。みごとな品質のものは500，∞o個につき1倍程度

である(河ウティアングアン、私信、2007)。

海水 中国の海水真珠養殖の歴史は、湛江水産制克が南シナ

海の海南島付近で実験プロジェクト会開始ιた 1958年にさかの

ぼる。日本のアコ十7./イをは種がわずかに異なるヨロイ';1.1:イを使

用したこのプロジェクトでは、少量であるが 19ω 矧tまで安定し

た数の真珠を生産したと伝えられているが、生産統計は一度も

発表されていなしL日本の商人が収穂された全実珠を買い取り、

日本産アコヤ真珠として販売した(ストラック、2006)。

19日0年代後半、中国が経済を自由化し始めると、起業制S中

国南岸沿い全域で養殖場を立ち上げた。 1993年には、中国産

勘k養殖真珠一真掬冒の厚さが、大半の日本産の3倍以上に相

当する 2mm のものもあるーの年間生産量土 5~1Oトンに達した。

Ji!l17. 

長年にわたる品質改善の後、最高田中匡座談オ議採民球』主 E車産

その他の厳高品質の真珠と縫合できるようになった。写真ぬキック

レス告へそ1晶耐とベンダント (8.5nmおよびlJ.同位 7J/ゾ対11
スコッツデ'-/t1，こあるコーヰヲスホーランダーデザインズのデザ

インによる。写実主ロパートウエルダン昔紘アメ問ジェムト

レードアソ、ンエーショ〉健民

日本窟の生産量は 8日 ~90 トンであった(ストラック、 2006)。養殖期

間が 2~3年と長u 、ために、大部分は不規!Wtj揺をしてし、た。

1990年代半ばにアコヤ真珠養殖場が真珠員の死亡危鵡紡打

撃を受けると、日本の輸入業者は供給を拡大するために中国産

への依存度を高めた。中国産海水養殖真珠の大きさ (4~6rrnn)

は、日本産アコヤ養殖王手朱の平均に近く、列閣あよく似ている。

同じく l鈎0年代半ば、中国防養殖場がアコ十万イを使用して本

物のアコヤ真珠を生産するようになり、伝染病による大量死亡後、

真珠貝を大量に供給するようになった(f中国から真珠員を調達

TRANSFORMATION OF THE CULTURED PEARL INDUSTRY GEMS & GEMOLOGY Fall 2007 217 



する日本」、 1997)。しかし、中国でも悪沃留もと病気によって問隠

が発生し、 3，000-4，∞0箇芳協った養殖場の4分の1がやがて

廃業に追い込まれた。

1990年代後半には、中国産油Tk養殖真務の生産量(現在は

年間 20トン以と)は減少を紛7てし、た日本産に近づし、た(1997

年には40トンであったが笠制こは25トンに減少)。比脚鑓ん

だ養目立場では、 8.5酬の真現を安定1して生産していたが、品質

は依然として課題であった。現地で作られた核は、日本人が好

む米国産イシダイの核に比べて傷が多く、また、ほぽ完全な球

形に加工するのが困葉除傾向にあった。さらに、中国の養殖業

者は、従来よりはるカ斗こ節、養殖期品可で真珠を販売するようにな

っていたことコから、真珠層が日生m 糸満と薄いことが多く、その

ために中国産真珠の光沢が低かった(ストラック、2∞6)。しかし、淡

水養殖真珠の場合と同様、高度なぜ術を持った海水真現護措場

は商品の全榊甘な質の向上に努めた。後に日本人が加わる香

港の企業は、液体養殖真説的センヂーに大規横な処是主主ンター

も建設し、日本の品質改善ぽ術を共有するようになった(ストラック、

20日6)。

他の生産者

環太平洋地域南洋案事長は、タイ、エュージーランド、パプアニ

ューギニアなどの他の太平洋諸国で生底されている。政府主催

のパイロットプロジェクトとして行われているものもあれば、 7 ン

サン、ゴレイブッシェUレ、田崎、オーストラリアの大企勲』どの

大手法人の後援のもとで行われているものもある。

1990剰気タック諸島でプラック真珠切生産量が着手司こ増加し

始め、その大部分は形が不規則で独特のリボン模様があった。

夷来養殖の中心地である7ニヒキ尉こ財甘 75の真珠養殖場が

あり(全体の 6関前後)、その大半は現地の協同組合を通じてオ

ーストラリアの商人に販売していたいトラッヲ、2日目的。しかし、毎年、

脱税のために大量灼真珠がクック諸島から密輸出されていること

から、クック諸島の真珠養殖産業は実際ははるかにオ覗摸であ

ると考えてし活者が少なくない(7/1ント、 2∞3)。

事網吋 1920年代以除封動ブラック養殖真珠を蹴闘に

生産していた(マヲー、 1997b)0 1960矧tに設立された琉球真珠

株式会出土、今もなお同地域てザ良質なブラック真珠の養殖を行

図18

米国人起業家のジョンラテンドレスl:t.1!1i田年r-eから19.曲年代に

剖7て来湿布紘真藤伏戦主ファンシーシェーカ~蕗ζ国識

し土井，2002年圭最後に大量阿世獲され0'くなった。サファイアと

ルピーが留められたこの淡水養殖真誌¢漁形ピンは、グレン1エ

ンゲルプレヒトのデザインたよる。テキ伊寸11ナッシュピ~H.こある

アメリカンノレルカユY/"::=-健民

っている(赤私情、私信、2∞7)。

ベトナムでは19叩年以除数社の現土悩議初ほか、日本およ

びオーストラリアの企業によって、少量のアコヤ様真珠が生産さ

れている(ストラック、 2006)。韓国でも比較的少数のアコヤ真j朱が

養殖されているが、主に日本企業が経営している(Rトト、私信、

2∞7)。

北米 コロンブス以前の時代からカリフオノレニア湾(コノレテス湾

とも呼ばれる)に沿ってブラック真珠が発見正されており、 1533年

にスハ乙インの探検家、フォノレトゥンヒメネスが部聾している。 20

齢制めに真珠貝生息地がほぼ壊滅状態になるまで、天然真

掬土パハカリフォノレニアの主要輸出品てtあった。カリフオノレニア

湾での真珠養殖が何度か試みられたが、養殖によって自生のレ

イシポー 7ヘグ勾から大量の真円真説拶取れたのは1990'1司t

のことであった。 E∞6年、 Perl田delMar de C岡田が、多彩ょ暗

い色の養殖真珠を約 5，醐個生産した。同il立、収穫した真珠

の半分を現地のジュエリー加工業者に販売し、残りを主に米国

の卸売業者に販売している(←7r--トその他、2004)。

テネシー産淡水養箔真珠は、実際の生産量は多くないにもか

かわらず、以前からマスコミに大ドに注目されている。アメリカン

ノミーノレカンパニーの設立者、ジョンラテンドレスは、長年にわ

たって様々な移植法や貝の詮で実験した末、主にビーズ核の形
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によって決まるファンシーシェープーノミ一、ボタン、ドロップ、

コイン'-if)多種多犠な真珠の養殖に成功した(図18)02000年に

ラテンドレスが亡くなった後、同社は数多くの変化を経験してい

る。聞社が最後に大量に収穫したのは2∞2年で、約75，000個の

貝から 87，294個の真現お採取された。この生産量j立15年間で

尉庄であった。ラテンドレスは、生産を行っていた20年間、収穫

した貝の 15-2似を「万一に備えてJ品樹守していたため、両社に

はカなりの在庫が残されていた(Gラテント.レス、手M言、 2007)。テネ

シー州カムデンにある同社の真珠養殖場は現在、主に観光客向

けの貝所となってしも。

饗殖はもはや自由鳴かの問題ではない

「ゴールデン』真珠フィリピンの海に生自、するゴーノレドリップ

シロデgクグイから、稀に、鮮やかなイエローまたは「ゴ、ーノレデ

ンρ害対三取れることが昔から知られてしも。 1990年代以前、こ

れらの色は多くの市場、特にアジアで望ましいとはみなされて

いなかったため、大半の養殖業者はこうした色にならないような

移植詰ゆ開発に努めた(Rトリー、私信、 2007)。しかし、フランス

生刻もの真草隠fOit業者、ジャックブラネラックとマニラの実業家、

エデュアノレドおよびマニュエノレコフアンコとのノ号ートナーシッ

プであるジュエノレマーは、常にゴーノレデン莫主主を形成L、他の

南洋;烏朱とはまったく異なるプランドイIeてをる商Fロを生み出す貝

を開発するために、パラワン島のブグスクにある卵利回語でンロデ

ョクグイを育成オることに 1980年代わ大部分を費やした(卜-9一、

2004)。

ゴーノレデン真珠が形成される可能i性が高い養分その他条件

の最も効果付よ組み合わせを研究者が突き止めると(図 19)、解

{r甥で多数の稚貝を育成し虫色め、その後それ左海底で養殖した。

ジュエノレマーのゴーノレデン真珠4立、 18-24カ月の養殖期間後

に直樹1平均 11-13mmになっていた(トー!一、 2001、2003)。同

社の生産量は企業担笹であるが、 2006年の生産量はフィリヒeン

の全生産量である 450貫の 7仰とみられてドる(Rトト、手M言、

2∞7)02007年の報告では、ジュエノレ7ーが生産した真珠の3怖

がゴーノレデンであるが、「濃し、ゴールデンjは 10唱宋満と述べら

れてし、る(Pa児，!s-AEL、2007)。

ジュエノレマーは1999年、 9月中旬の香港ジュエリー-時計フェ

アで毎年豪華なファッションンョーを裁量し、ゴ、ーノレテPン真珠を

魁割枕商品として販売するようになった。このフェアが選ばれ

たのは、世界の主要真砂〈イヤーの大半が集まり、フェアと同時

間Ifll[，の大規防ょ真珠討ークションlこ参加するからである(トーリ一、

2∞4)。同社は、世界中の業界誌や一部の消費者向け雑誌にも

大々 的な広告を展開し(マーケティング予算は秘密である)、こ

の場合もゴーノレデン真珠をおしゃれな高級品として強調した。

ジュエノレ7ーは、生産した真珠をブランド化し、競売でほぼ全部

を卸売業者に販売するのではなく、世界の見本市を通じて下流

のジュエリーデザイナー・小売業者に販売する本格的ょ取り組

みをいち早く始めた生産者であった(トト、 2001)。

ゴールデン真珠を業界や消費者に認めさせる努力は(図 20)、

かつては望ましくなし、とみなされていた他のファンシーカラー

の登場を促した。こうした新しい色は、真珠をファッション界の中

図19.

多〈の車場で7.iりて桜童ましくない珍毒齢、をされていたゴー叫デ

え毎甚真覇踏ま、盟四年{号初めに重要な躍起F固になった。ジュヱルマー

提'ffti，
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割咽臨;

図却

斑人é:~樗緒方E、写実E約1加のもの申ようなゴ'_/lグシ養殖真濠

の美しさとおしゃれさを認めるようになるど、{也の様々 な77ンシ

ーカラ寸こも門戸が言語柑も丸ネタタレス陰サンフランシスコのポ

ーメルパ'-;J-/1:1h務主写真土ロパートウエルダン掻払

，i){こ据える役に立った休刊γ、2001)。

他のファンシーカラー真珠タヒチ産真珠は一般に[ブラッ

クJと呼ばれるが、大部分は実際は様々な色合いのグリーンまた

はグレーである。{也の色ーイエロー・グリーン、「ブロンズ」、明る

いブルーなどーができることもある。フレンチポjネシアの養殖

業者は、伽コホワイト王寺朱生産者と同様、当初はこうした色を望ま

しくないと恩っていたため、まったく販売しない者が多かった(R

ト-j一、私{言、 2007)。

しかし 1997年、郷土がファンシーカヲ一真疎の販売を始め

た。その一つがスイスの鳶車卸売業者、ゴレイブッシU レで、米

国の雑誌に広告を載せ、高価なゴーノレデンおよびホワイト真珠

の隣lこタヒチ産イエロー・グリーン真珠のネyタレλを配置し、「ピ

スタチオパーノレjと宣伝しTこ。同社は、イエロー・グPーンネッ

クレスとなじみ深いホワイトおよび「ブラックjカラーを耳臨み合わ

せることで、イエロー・グリーン真事紡〉すんなり受け入れられ、消

費者の需要を喚起したと伝えている(7~1!l-マン、 1998.) 。

ほぽ同i棚、天然台〈イオレット、ラベンダー、「アプリコットJ、

「コッパーj、さらにはパープリッシュレッドの中国産淡水養濯痕

珠が市場に浸透し始めた。その結果、Schoelfel、ゴレイブッンェ

ノレなどの鄭陥]廃業者は、一つのジュエリーに海水真珠と#抹

真珠を同時に使用してマルチカラーに見せるという前代未聞の

ことを始めた(7ェイゲーマン、 1998b;図21)。

これらの色が市場で支持されるようになると、生産者はその色

を予想どおりに実現する方法を研究し始めた。フィジー諸島で

は、J./、ンターパーノレズが、クロデzクグイ担当ら養殖した、様々

な色合いのグリーン、ブルー、ゴールド、 Iローズjを含むファン

シーカラーの特甥均商品を投入しTこ。 1999年に設立された同

干if立、平均11田 nの上回瀕甘大きな真珠を専門としているU.ハンヲー

図21.

養殖技術主生産技鋳浩司鵠喜さ九市場同~-する7ァンシーカラー

真珠¢混むが埠霊園し丸デザイナ」守茸習もな〈、複数の色をi量ぜて美

u嘩齢制フせを作るようにな曹、場合によっては揖討喧語韮真味と

談料鱈宜真珠偽J!Am唱を組み合わせるようにまでなったキッタ

レ只はニューヨークの'7/1//''-トアッシャーパト凡握謹挽写真

はロパートウエルグシ者説
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ノ"o_}レスー 7ィシ'、2007)。

フランド化とマーケテイング

養殖真珠はジュエリー産業の中で、プランド商品が3胡Eをつけ、

他の商品が追随した唯一の部円である。養殖真珠を宅金及させよ

うとする御木本幸吉の絶え間ない努力は、ミキモトブランドの確

立に役立った。 1899年、初めて養殖に成功してからわずか3年

後(当時は主に7ベ真珠であった)、ミキモトは東京の一等地、

銀座1::1間世オープンした。ミキモト初の御悶舗は 1913年

にロンドンにオープンし、その後、 1929年までに、上伝ボンベ

イ(現ムンパイ)、ニューヨー夕、ロサンゼノレス、シカゴ、パリに出

府した。ミキモトは今も、ジュエリー産業で最も知名度の高い名

前の一つである。

その後数年間にミキモトブランド以外の養殖真草財人ダイアモ

ンドや色石のような貴重てザあるが一般的な商品になった。 1990

年代の真珠創袋一日本のアコヤ貝の大量死亡、生直面剰、タヒ

チ産帯同品質問皇、アジアの金動百貨ーを受けて、生産者は

日本以外に新規の大口顧客を開拓せぎるをえなくなり、多くの場

合、在国型樹守の負担を強いられた(Nハ初、Uイ、私信、加肝)。そ

の結果、こうした生産者の一部は、ブランドアイデンティティを

確立する必要にも迫られた。

商品化が暗鈎紛ザょ値引き競争につながることを恐れ、また、在

庫の積み憎しを防ぐ方針を採用し、パーノレドタヒチやパルミレ

イなどの資金力のある大手生産者は、商品に倒性を与え、高級

品への需要を喚起するために、デザイナージュエリーに目を

向けた(M.コエローリ、私信、 2007;N."'，ヌパレイ、私信、 2007;図22)。

こうした取り組みのいくつかは成功し、ファッションプレスに注目

され、欧米の主流のファッションデザイナーや4涜業者が真珠

を採用し虫色めた(図23)。ドイツのW町nsheinのノ、ィ/)1およびト

ーベゲノレナーや、ロンドンのクリスチャンダグラスのような真

珠専門家が、ネックレスやブローチから、様々な種類の真珠を

取りt島ぜた長い「ボディラップ」まで、事街なジュエリーを製作し、

ファッション雑誌に大々的に取り上げられたタヒチ産実朱の最

大の生産者、ロパートワンは、専属デザイナーにジュエリーの

デザインを依頼し、そのジュエリーを世界各地の主要見本市に

出品した(M.コエローリ、私信、2∞7)。

組
図22.

写真r{.::.，.-r.-;すネックレスと掛唱イヤリング広パスJミレイが宜肪年

に南洋養殖真珠のデザ!インの可能性を示す7とめにデザイナ~/.詩話作

させた fホヲイト 7ジyタj コレクションの一部であるb ジュエF

→主ロンドンのジ酌レムーアによる。写実主パスパレイおよびサ

ウスシ」パ-/.レコンYーシデム童書え

欧訓付は、イタリアの真繍入業者が、南洋冥珠を使用したおし

ゃれなジュエリーのプランγ「ユートヒ:7Jを立ち上げた(図 24)。

同組士、真3同種類の混同校躍を巡るうわさによって消費者の

信脚1低下し始めたことを受けて、 1997年にブランドを立ち上げ

た(p州7、草刈言、 2007)。養殖蹴ミら在庫までのサプライチェー

ンの管理を綻J、すべての真珠について処理が施されていな

いことを保証Lた(ンョンソンその他、 1999)。国脚'yよ7 ーウティン

グを追い風に、ユートヒ7は圏内の小売業者を相手にする企業

から、 10年以内に世界の主要市場の大半に進出する国際的な

企業に成長した(A.tiイ7、私信、2∞7)。

2∞4年に 2∞以上の小売底を展開していたデ、イピッドュー

マンは、いち早くパステノレカラーの真珠を穆掘酌に採り入れた。
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図n
ブラック真蹟由生産者は、価格華識と真珠品品質商踏を受けて、デ

ザイナ」牛小売業者主提携して様々なおしゃれなデザインを作るこ

とで、直潟品に対する需要を磁課することにし丸写翼ネカヲフ

オJレニア州Jくルポ77イランドのiグヲールデザインiこよるセッ

ト;， Y'/.レピアピソネット，母Jグラ-/.レデザイン替環五

同年、主要な穏努初完朱をすべて使用し、様々 な色をミックスし

た多数の真説製品を発売した(グンパリスト、2004)。このようなミック

スは、光学効果のために容易ではないことが明らかになった。

たとえば、ホワイト真珠の横にブラック真珠を配置する場合、両

者を並べるとホワイトの方が大きく見えるため、ブラック真掬立 10

~18拡大きくなければならない。ユーマンは 2∞7 靴養殖真珠

を積極的に使用し(図25)、王手来ジュエリーの点数は69に及んで、

いる。同氏は自身のウェブサイトに、真珠は「今年の私のコレク

ションの中心になっている」とコメントしている(デイピッドユ→ン、

2007)。

真説話。t]、売りね兄も一変:L-toこゐ 2日04年、ティフアニー&カンパ

ニーが真珠専門の大規艇よ小売問チェーン「イリデス」を展開し

た。消費者の真珠ジュエリーに対する需要の急増が明確になっ

たわけでもなく、また、記録されたわけでもなかったが、ティプア

ニーは、いくつかの理由から、;鄭応Jュエリーは大きな商業的可

能性を秘めていると耐言し丸

-真珠飼育・養殖反術が十分進歩したために、あらゆる種類の

真珠、特に良質なものの安定倒的端正されるようlゴょった。

-真珠の色、形および大きさが多様であるため、かつては不可

能であった幅広晶、デザインや目的こ剛、てし、る。

-真珠の御調によって価格に大きな開きがあるために、個性的

で現代的なジュエリーとオーソドックスなストランドの双方を作

ることが可能である。その結果、イリデスの真珠シュエりーの価

格帯は 80ドル小ら40，日∞ドノレにわたってしも。

図24.

ユートピア広真珠b曽我草重であるこ!:を保註することでプランド

を確立したファッション』議勝点育費者をターゲットとしたユー

トピ71，主ホワイトおよびゴ、ールデン南洋真除、ファン争←カヲー

サファイア、ダイアモンドを組み合わせた写実のネックレスのよう

な奇抜なデザインを展開している. ミラノのユートピア提民
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イリデスは、カリフオノレニア州パサデナのクリスチャンツェ、ロ

ンドンのコール7 ンダグラスをはじめとする複数のデザイナー

に、ユニークなジュエリーをデザインL、イリデスが、従来はほと

んど真，*.を提供してこなかった親会社とはまったく累右るアイデ

ンティティを確立できるよう協力することを側費した(Rセヘヲ、私

信、2007)。

イリデスは2005年末までに日府をオープンし、2006年にはさら

に9庖を開業した。 2007年5月、ロサンゼノレスのセンチュリーシ

ティショッピングセンターに 16唐目をオーフシし、イリテスは

それ自体て、中堅チェーンになった(f大手グノレープの動向j、

2007)。

王手朱の新たに発見忘れた多様性と、シュエリーデザイナーの

作品および大手小売業者の真珠ジュエリー分野への進出が重

なって、真珠に対する一般の認話加、かつてはフォ- 7ノレな場

でしか着用されなかったホワイト成形真珠江のストランドだけでは

なくなった。実際、採用するデザイナーが増えたために、従来は

売りにくかった芥子、バロック形、環状真珠に対する需要が増大

してしも(ゴメルz←、2007)。現在、もはやオーソドックスとは言え

ない養殖真現めストランドが、働く女性の服の中で大事な役宰を

担5ようになっている(図26)02006年後半には、あらゆる種類の

静岡サプライヤが、上言0<7)要因すべてのおかげで、米国での

売り上げが1年で4附働日したと報告している(へYYカス、2∞6)。

将来

この 15年間で世界の真耳操界は、自由市場の利点と潜在し穴お

よび自然の脅威lこついて貴重訟教訓を羊んだ。

市物コ需要サイドでは、ダイアモンドおよび色石の消費傾向

が参考になるとすれば、インド、中園、トノレコなとeの新興国で今

後、養殖真珠の需要が対直に拡大するはずである。実際、アジ

ア諸国には真珠を好む文化がある。生産サイドでは、初期費用

が比較的丘いため、新たなベンチャーが市場に参入するのは

確実である。たとえば、 25.0∞~30.0∞個の弗京貝で海水真珠

の養殖を始める場合、200.000ドノレもあれば十づ昔であり、5年以

内に元が取れる(フォンその他、 2005)。

真珠養殖業は市場参入の墜が低いために、海岸樹t長く失

業率が高い国の政府や起業家にとって魅力的である。主に環太

国25.
チザイ十寸Dデイピッドユーマン』主写真こ示す、ダイアモンド、

ブフレートJミーズ混よU建港葉署長圭使用したヰyタレスのような作

品で、真珠ジュエF一分部こ大坦に参入した写真由デイピッドユ

ーマン額弘

函2由
来雷で最も有力な主強衣ト人、下続議長町ナン争hーベロ持主美し

い真藤才ヴクレスて知られているE 写実骨マイクテイラー/ロイ

ター/コーピλ撮弘

TRANSFORMATlON OF THE CULTURED PEARL INDUSTRY GEMS & GEMOLOGY FalI 2007 223 



l!lI匂.

抵界再真韓請場こは今後私事務捻デザインキ曹議議辺自宅渇すると

j恵比れるa 写芸事こ示す、ダイアモンド<:"7:ザ'-;fブパールを使用し

たパンダJ トに/;1:， アメシストのピーズに養殖された1J，阻乞療綴ブ

ラック真溺があしら才オもているA ジュエF→主力リプオ:/[，ç;~州

サンディマスのガラティア提弘写鶏主ロパートウェJレダン撮弘

平洋にあるいくつかの国は、現在、新規真珠事業プロジェクトを

進めている。たとえば、ニュージーランド(養殖アワビ真珠)、 7

ーシヤノレ諸島(ブラック養殖真珠)、ベトナム(淡水、アコヤ犠)、

ニューギニア(南洋)である。しかし、生産量の多さと操業コストの

低さを誇る中国がいるために、商品の差別院図らない新規事

業は措歩「するであろう。

真珠議激が約 3∞0年前に始まった地味ベルシア湖こ一つ

の新しいペンチャーが目をつけている。石油が経済の中jL~~こな

ったためにベルシア湾での天然真珠生産は19印刷tにはほぼ

停止したが、この増設では昔から真珠が好まれている。 2007年

初め、ドハイマノレチコモディティーズセンターは、オーストラ

リアのアローパーノレズとベルシア湾でアコヤ真珠を養殖する合

弁を設立した。ドパイ政府はこの合弁のノξーノレズオプドパイ

に対し、真珠養殖場を建設する5箇所の土地を与えた吻 2007年

夏、合弁は 100，∞o個防貝でパイロットプロジェクトを開始し、

2009 年初めに収桜の予定で配る。最終的には、 8~日間n のブラ

ンド化した「ドバイ産J養殖真珠を生産し、現地ジュエラーを通じ

て販売することを目指している(Nノ、ドッ夕、私信、 2007)。ペノレシア

湾岸沿レ、の他の首長国でも、いくつかのベンチャーが計画段階

にある。

さらに、新種の養殖弗来製品が今後、市場に登場するのは有量

実である。 2∞o年入りしてからの数年問、ブァセット加工真珠が

流行であった。初日7年7月、カリフォノレニア州のジュエリーデザ

イナーが、宝石のビーズ核を挿入しベトナムで養殖されたブラッ

ク真珠を発表した。サンデイ7 ス在主のそのテFザイナ一、チフ

インは、アメシスト、シトリン、トノレコ石から作られたビーズを使用

し、石の部分が下に見えるように真珠を彫刻した(ロスキン、 2007;

図幻)。

当然ょがら、自然は今後も世界中の真現金産に影響を与え続

ける。病気や乱開発の影響のほか、地震と台風による損割コ十

分苦闘されている。アジアの期連組場は、 2004年12月のス7

トラ沖地震の被害を免れた([津波による産業への影響は1]さい

とのこむ、2∞5)。しかし中国では、2∞7年8月の強い台風により、

養殖中のアコヤ員の半銘丘くが死亡したと伝えられている(f中

国のアコヤ真珠生産量、台風後に激減J、2007)。仙の環境澗題

も残されてし泊。特に、真事性産者のジャックブラネラックとニコ

ヲスパスパレイは、今年の4月14日にスイスのパーゼノレで開桂

されたGIAジェムフェストのセミナーで、地球1即刻回こついて講

演してしも(ハ:J，;必イ、 2007;7・7才、ラッ夕、 2∞7)。彼らは、将来、暴

風の発生の糟加、海面上昇、淡水養殖地への徴主のdft.入、病気

および寄生虫の発生の増加、水温上昇が起きる可能性があると

懸念を表した。

自然が予測不能であることと世界中で生産制2急増してし、る

ことが重なって、今後、供給の好景気・不景気の波が激しくなる

可能性が高い。一品1の大手生産者は説線されたブランドイじを

大々的に展開しているが、真珠養殖が著しく細ゆ化された産業

であることに変わりはない。しかし、商品の改良が続き、真現議

殖業者、ジュエリーデザイナー、小売業者が、従来の消費者と

新しい消費者に真珠の販売を促進すれば、世界での王寺朱の人

気がさらに急速に高まる可能肱ある。
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結論

日本の生産者、ぜ術者、販売業者は今もなお、彼らが 100年前

に作り上げた産業の重要な一部であるが、この 15年間日こ養殖真

珠産業は根本的日こ変化した。日本が一つの商品←アコヤのスト

ランドーで数十年品~ð!h占した後、商品が大きく異なる2つの有力

な生産者が市場に同時に参入しfこ。大粒のホワイト南洋真珠を

産するオーストラリアと、エキゾチックなブラック真珠を産するフ

レンチボリネシアである。両者は早い閥階で、各自の商品をア

コヤに代わる高級真珠と位置付け、各自の真珠の明確なアイデ

ンティティを確立するために大々的なマーケティング運動を展

閲した。また、どちらも、自国商品の生産・販売の実権を渥ろうと

した。

一方、他の国一インドネシアやフィリピンなどーの生産者が、

市場に利害的に参入し始めた。しかし、悩刻土中国であった。文

字通り数千の淡水真珠養殖場を輔副こ、中国は初めて、糊く「ラ

イスクリスピー」真珠を大量に野放図に流通させることにより、低
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